
令和４年度東京都在住外国人支援事業助成 実施事業

ビルマ同好会「ミンガラ日本語教室」

事業を振り返って 代表 大木唯男さん

効果

取組内容

当教室は在京ミャンマー人を対象に日本での
日常生活を円滑に送る為に必要な日本語習得支
援及びキャリアアップに必要な日本語能力試験
受験支援等の活動を初級から上級まで
レベル別クラスに分けて行っている。

• 対面教室を開催することは出来なかったが年間を通じオンライン教室を開催
し日本語能力向上、生活基盤の安定、キャリアアップに寄与出来た。

• 学習者からの要請に応じ必要な都度、就業関連の相談、公的補助申請手続き
支援、生活相談等をリモートで実施し学習者の問題解決に寄与出来た。

対面教室を再開することは出来ませんでしたがオンライン教室は計画通り
実施出来ました。
これにより学習者に日本語学習の場を継続して提供することが出来ました。
２０２１年２月１日、ミャンマーで軍事クーデターが発生し現時点でもま
だ出口が見えない混乱状態にあります。ミャンマー国内では就業、教育機会
が著しく損なわれており、来日者が今後大幅に増加することが予想されます。
日本語学習のニーズも大幅に増加すると考えられるので教室の運営体制を

強化したいです。

オンライン教室の様子

事業名
「ミンガラ日本語教室

（在京ミャンマー人の日本語学習支援）」

 事業期間 令和４年４月
３日～令和５年３月26日

 参加人数 44名

コミュニケーション
支援事業

令和４年度は新型コロナウイルス
感染状況及び学習者のニーズを踏ま
え年間を通じ対面教室は閉鎖しオン
ライン教室のみ開催した。
講師・学習者のコミュニケーション
を図る為オンライン懇親会を年間３
回実施した。

https://www.c-sqr.net/c/cs102180

